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ゆうゆうバスの
利用者数

年度 合計（人）

H 4年度 10,392

H 5年度 20,269

H 6年度 24,871

H 7年度 34,742

H 8年度 39,316

H 9年度 41,532

H 10年度 60,570

H 11年度 86,525

H 12年度 101,397

H 13年度 117,570

H 14年度 121,148

H 15年度 131,651

H 16年度 133,169

H 17年度 141,945

H 18年度 152,537

H 19年度 160,527

H7 年から 3 コースに

平
成
２１
年
１
月
２７
日
に
提
出
さ
れ
た
「
平
成
１９
年
度
分

事
務
事
業
評
価
報
告
書
」
に
は
、
福
祉
巡
回
バ
ス
（
ゆ
う
ゆ

う
バ
ス
）
に
つ
い
て
、「
バ
ス
の
台
数
を
減
ら
し
効
率
化
を
上

げ
る
な
ど
の
経
費
縮
小
の
検
討
を
」「
今
後
の
存
続
を
市
と
し

て
検
討
」
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、「
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
は
廃
止
で
な
く
、
拡
充

こ
そ
必
要
」
と
要
求
し
ま
し
た
。【

質
問
】
市
民
か
ら
要
望
の
強
い

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
は
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
ま
た
、

障
が
い
者
が
増
え
て
い
る
状
況

の
も
と
、
さ
ら
に
充
実
、
増
便
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
平

成
１９
年
度
分
事
務
事
業
評
価
報

告
書
は
、
担
当
部
の
「
長
期
的
に

持
続
可
能
な
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
継
続
検
討
」
と
の
評

価
を
、
外
部
評
価
委
員
会
が
「
バ

ス
の
台
数
を
減
ら
し
効
率
化
を

上
げ
る
な
ど
の
経
費
縮
小
の
検

討
」、
ま
た
市
は
「
今
後
の
存
続

を
検
討
」
と
し
て
い
る
。
市
民
の

要
望
か
ら
か
け
離
れ
た
見
解
が

な
ぜ
出
さ
れ
た
の
か
。

【
答
弁
】
財
政
健
全
化
担
当
に
お

い
て
、
市
の
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
財
政
健
全
化
の
推

進
を
行
っ
て
い
く
組
織
が
構
成

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
２
次
評
価
を

経
て
、
外
部
評
価
委
員
会
に
よ
る

３
次
評
価
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。
市
の
財
政
状
況
等
を
考
慮
す

れ
ば
、
検
討
す
べ
き
事
項
で
あ
る

と
考
え
る
。

【
質
問
】
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

外
出
支
援
に
お
い
て
、
自
宅
か
ら

近
い
所
に
停
留
所
が
あ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

あ
る
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
増
便
こ

そ
が
、
一
番
適
切
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

【
答
弁
】
市
の
危
機
的
財
政
状

況
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
現
状
等
を

見
据
え
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

【
要
望
】
財
政
問
題
か
ら
の
検
討

で
な
く
、
何
が
市
民
に
必
要
な
の

か
、
し
っ
か
り
理
念
・
考
え
方
を

持
つ
べ
き
で
あ
る
。
ゆ
う
ゆ
う
バ

ス
こ
そ
市
の
誇
れ
る
施
策
で
あ

り
、
廃
止
で
な
く
拡
充
を
求
め

る
。

【
質
問
】
高
齢
者
や
障
が
い
者
等

の
外
出
を
支
援
す
る
「
ゆ
う
ゆ
う

バ
ス
」
は
、
交
野
市
の
す
ぐ
れ
た

施
策
で
あ
る
。
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の

年
度
別
の
利
用
者
は
い
く
ら
か
。

【
答
弁
】
平
成
１７
年
度
が
約
１４

万
２
千
人
、
１８
年
度
が
約
１５
万

２
千
人
、
１９
年
度
が
約
１６
万
人

で
あ
る
。

【
質
問
】
利
用
者
は
毎
年
８
千
人

か
ら
１
万
人
づ
つ
増
え
て
い
る
。

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
停
留
所
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
地
域
は
ど
こ
か
。

【
答
弁
】
星
田
北
、
星
田
山
手
、

星
田
９
丁
目
、
幾
野
６
丁
目
、
私

市
山
手
、
私
部
西
、
東
倉
治
の
７

ヶ
所
か
ら
聞
い
て
い
る
。

■ 平成 19 年度分 事務事業評価報告書より ■

福祉巡回バス（ゆうゆうバス）

（１）1 次評価（所管部・課）

長期的に持続可能な福祉輸送サービスについて継続検討

（２）2 次評価（財政健全化推進チーム）

老人や障がい者に対する福祉施策に係る費用の増加が見込まれる中、廃止

に向けて検討。若しくは、本来の目的は、ゆうゆうセンター等の利用者の交

通手段であることを踏まえ、目的外の一般の利用者を除外し、路線を見直し

効率化を図る等の検討が必要である。

（３）3 次評価（外部評価委員会―8 人で構成）

福祉巡回バスについて、高齢者、障がい者、妊産婦など、弱者と呼ばれる

人達のために運用がされてきた事を考えると、いきなり廃止は難しいが、京

阪バスの路線問題や市の財政状況を考えると、効率化を図る必要があり、バ

スの台数を減らし効率化を上げるなどの経費縮小の検討をする必要がある。

当初の導入意図とは違い、現在は市民の利便性で利用されている。もう一度

概念をしっかりすること。

（４）3 次評価への対応（財政健全化推進本部―市長･各部長など 15 名で構成）

福祉巡回バスについては、本来の事業目的に立ち返り、今後の存続を市と

して検討します。


